
固 体 内 燃 焼 波 面 の 観 察

叫l和 31や 12り IOll 壬三t)

正 r11 英 世 .中 立 一 概

^岬=モ大学)

酢 Iヒ .サムタt･ム帯群 畦特殊ん用一-て.年'JL

及CtX軌 二王r)rt枕許面の状田Lz■薪1.それよりEで

佑執捕るl糾斤し†こ.惣牧 i光の77決のある横':応じて

軒地的1=犯行する｡この悠牧支JSl=‡まT.つの反瓜nL)亡J

粥札反応 '高札定応JJ;a)り,任汲圧延1二よって反応▲三

池持し一ノ･'.弗LtL反JL-̂Z引 さ良し,こTtが払述BI的:I

肌行するT{賂てある｡ ∫●､伝招反 応/A･rTう因子H,僻
N焦如才の773面へC)舶 tと読灘女瓜監放物の坤 でム

･.JL考 -.rIl,-I.糊 中に芯糸として絹糸.KTス

4在,桐 fz用...てこ書ヽらの押 i･故対 して7･るL_.

稲扱 きR'仁f七き き･1.ろ性文 を有十,JJが･,ささ伝苅生の

ィ､∈-.1才血･hKAスLdE.主血道蛙が魚 r)-.-いことが河

つ,'こ.r tr牧だ香は外れだ正と芯損亡の托‡相可(.無

性文I==って貫記せ(′il,こ川 =よってだ面の形状が

PLiLl･･/l二

日 Fi] iJ

k:織 今_T:7Tqの慧1211Jaの睦EfpJ+71十る同約で,

発句化 ､ クei最舟茶の延時で･'TF1～,こtlll

摂tt汚而7!17及丁.T(顎I･肌 .†洪堺 し一_特異.:Jr

止 -こ 杜諒朗 罪r=敢-zi既に Ⅷ大近田款用の 和
骨1)I.てム :1't,望較ノ～ヅylふ クt･I-di給井蛙時邪の燃

鮒 睡L" 結論的'=:i同氏の報文L同様な柏発が柑lJ

hT_.nrlJ氾面は光の汝荻i･元す庶t=払じて斯伽 11

a;符･'!市 .5:拓.ヱ=Glに大別され ktTL,支払 iI-の

-,̀,の牧山5:缶 ニよって生じ,こいi=牡.1て託乱文広

が生ZE･･LILlるだ卿 的lL-反Je,.<あ る に好iq取 _高

湿脚 ､f&に於Llる紺 的fユT･の米比応用九の柁Al.

衣-J来TfESUへの豊丘モ鞄の激 による黙伝書が考も(,

1､る.aA正ビ樺は惑ZE拘'二三I)大 ..1I-'J;事裾 .I,-Jと

思htlこので,古地 として棚 ,qクスgLだ.M糸
6 '/こ~句 て用.･.その排 をah'し一二先.外tF

丘とこir.E.一息との柑棚 puJtの巷.二抜り,漢方の

f軟 Jlも化十 ここと',●Tqちかと{_つT_.

JJ 吐用廷時兼 の燃!免反応

TrbCrOJIO BaO=.6(の糾合嶺の反応19-̂L/I.告熊

分析法一Iを用lて埼rJL.この精巣i,関 目_前十｡使

用轡 報 土160'C附近より韓 甘.二男無分帯J_,･生yL,
次堺に自己九m/L73･r･つつ :dC'C で発火する一 発火

m反払 (PrcJgrHtLOltReactlOn)は発火7'TEり必 10

度低温で附鎖せ{,ll.枚 JI'二系内への熟の益atが生じ.

析細 網r_-圧laによって発火.三重-rろと考tらtt

る｡諾って捜ほのむ く,この鬼火蔚反応を促並-rLの

･JJようこ正和 /̂)a-Jtの火畷 円.;可入十h.王,5L

に仁拓.i石易i='Lll反広 三だ遼･>らt._る結句iI.るこ

とは明 らかであ･-J.

≡: ..:･'
.･-∴ =∴ ･-::

∴ -:
Tlr 映 岳剛こよる扱察

B:加 速.:於Lla方面の吹.=tHLを BcJlAFIoWeH

故F!t6mmのカメクで山地で他 LTこ結果t･町21=

流す.図2は抑 巾にtEgtLTこ場合であって,耗芯糸

の尊台.=甘藍上り発火する.石其:=Hナス払｣旺及-J綿

糸を用い'二gB合.'k 二糸の初台二間捷'=e;軒先礼 ま一

定のL3では1ごくてfJEより現われる.,苅芯を軌 ･たせ

合rこ.主砲 q!旦よr)7E火する.巧ち石生 二上りZ2元.ま

増 と'ごつて ･石上う.二王いれる.

冴 3にgク>tL=kgtLr二g5台を云十 二の耕合本

挑 .VナスW .棚 いづhの場合も芯奴は晩 上T)冗

火するが,焦芯糸の妙合は一定し一二.tZより野面.i現わ

37
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芯なし 油木】♯ qクスJA#芯 Jy J棄

村2 jy 17

石'.L Jlホ lIこ uクARNt

JV 写tによるtt破野面の定を吠 {̂よく■支出黙･
るよ こ,E郊 生:=芯鞍を恥 ･て1担時男を浪!■比王

が ..一一一. 竿JlE:なるように禁LJL一瓜火紳 昏tr

=缶面Ilg与力Tz恥 ､て 'り叶 †5秒で地形LTこ.汚有の伝祐述
Lll･L.lIq 0･2-0･3crzISCC

粒まであるかT,批 中!=Beけらだ有価 三余りな くだ面の畑 を辛】k

王77:してい.'上して上かろう.欧1 (次X事照､

:ここの鈷史を′たす.(1)篤岩島の均合I=.ヱ点火妓江

面三三応に#I)TllZ:ttJとなら比内を涙

十が,一定の潜伏こ;-_T+･らJ拝をつくって仁持し.粗 土管史上

r)吹!はけ .(t,)終糸及びUクAJL捜 /̂

芯糸::肝いT=甘合.i.'･づ机の各会も瓜火面より約
2cm急 ぎ･:九肘近上q凸型とtLT),その姓.i一芸吉芝でよこ'_仁箱L.

i:弟F真より吹き出す.(-)輔 を用いf=J8台.ま点火苛

=り lcm Nl近 土IJ滋面は凸型と1jr),反応がir

行するに従い顔面は官:=伸びて捕 (=点l一凸型と'1'る｡

JV･7薮面速且転Jtに比gIしてまい凸

詞を京す血退廷が記tJLIJtt.来Jtに点ては捕 JrJ

qJr)吹き出す.(-)フューズくmf'18C'

C,の境ET.i-_cm附正よりiE面:三凸頚とfJるが.その注だ鼠 三一を桝

で射ヒは認めflく.浪■て.エフ1-スJEBil二

を面'J喝lわt'Lる.(dt)畿gtの班に棚 を入it

.地l暮終了後 この細を々攻き去り,小顎孔 Ẑつく

る.こQ)場合'二は.T'l火妓 05cm 附近上り転面は中卒

孔(=沿って仲3始yJ.貯程LTこ弥恭n-7-が巾カ ニ放出･t

ち11.七三火の状態で庶拡伝椿i

･生じ,凸型は銅損の切缶よりも放くfLる.

V 伝妬扶群の考窮地妖野面の桝 はLi応生成物

攻諒.tりf珊 HI二括ることは旺t=疋田教授がrB稚 し



る.この低温正妃湖 は冷却軌韻にエ･-J恥uEi:姑であ,-)

･J｡!蛸の狂堵比禿,'i･大 きく-rJJと,亜モ鑑定応城のIg壬

は次那t=痛 くなることが榔リ1いこ｡即ち多能tl)ヂAを光

電する反応を持 主せる亡冷却放射 こ打勝'r'仲 法定応を

行う繊竣はす こな くILつて来,-J｡(TV)による突放持灘

では,反応伝椿中tこ生成臥 土塊方(:押し出さ11る現敏

投射が詔も')i,it･-Jことから.iKEガス系と林ナるものも

A:-JLL井をゴげ るnEナて.従って氏瓜伝柘はlTll万へ投

射せらhri帽材取組芋::依勺ものと,南瓜赤掛 怨の

態休 (恐らく派態であT)フ)の未定応脳-の蝕 の二

つの虞隅が考えらhよ).そして反応辰特は冷却鰍

の加わつに低u妊応が足跡 ナ上.支寵的となろう｡便

ALV々 悪めらJpl,王に中?_孔の横合黙粒子のFW )J-の 用延時91の沌火亡･は 2〟〕'C て 161)'C 附近上り黙透
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旺距旺 烹 芯_二.__二二 一 ･小

三裏 …-:.手 ･ ･J

知 5

銃的な発火p-J庄山を行うことは明Ll,かであるから.芯

糸が啓fBz･+A･凸迅(=g(くのは発火刑反応 î,Al,あ1こ1-TはL

U)ると5;,えらl'Lる｡無芯糸の場合に上'-J外811粁現l榊 ･

ちの発火両吹きHILや,芯糸JJB国よりの吹きulLは,

これら不拓也体EI体は反応竣上qP_Jを# シ冷叩物見/i･

rfい.TJのra却退町では自体の捌 切生見(=上り冷却効

果をあ.チつつ,El伴の温度が上昇し,U こ黙紺 によ

り未反応竣中 二あっても月用の薫よりあ,-J長さl=71-)

ては温良上界が生し,こtlに三越 する光圧応延時累の

uI k 芯 141朗点芯温度上昇を凪生せしの井火前反

応Jを石基に行いしめる=うIr=T_I.,そ

の拐取正広面を凸塁rこすることが可於とtLる.91

拡軽症と芭 :弟との用棚 に tつてだ面影吠iL汝,-.の.主脚 二gクスJW のg5台.二於

t}る未 tのtL～名の作用の善71
'

･生ずる現敏に とってig笥つ.†らil/こ,

VI 事嘆比王の影gF比耳と燃tた通産との国保l三回

617荒さいる.汲堤比貢を上昇せしめると惣何 度が大と7.

,-J.淡JjtttD が大と't一二と.主脚 に毛:荘づる空

指Iの狭少fL5秒I､し.託つ一比屯′トなる均分r=比

巌ナ川{鞠 的l=多1託の黙把手のX<天応Vへの投射が祐実

一二rTわll多兄の雛の同時反応と'.'ソ激烈を生ぜLc)

る指穴となり,王′二軍郡爪減少に上る湖 の官員絶政教菜

の狭少によl)抜放L=.i,=熊伝播が.平易に行

われ反応伝播逸圧は大と1Fる.花溢粒子の米ヒ応bEえのぎ遜乾敬は

薬に上る抵抗相加と共'二秒 tlT_啓でも--/ から,伝毎の主EEl

lTは脚 13IL凄牡烹応と考 ).ら書1よ う.森投と辞糸･

't･芯糸cLTこJJi含二･?.土r,伝右

通史は放言と英 二大きくなるが, U クス■題の坊台'二は-&

実魚の比託 民でZ淵 の脚 を受けT_Lい｡こ川 =放ては明rClf_-師 は

和らトないが,謹BEが･道t.ことlSqlL抑制Ⅵ一

二反Jt､する罪点が大ILることを走托し一軒民事炭のよ一･｢

娘 はこの1与書をうりて加速性1
_p
均す熊滋相加の逢軌土民好適JZl :比鎖す'-)

∧-
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かr,JML.T;の場合とユF行にfL'NJ.uE糸の蛾台はE]体が可
粥也であるから発火･'TJ九ヒには加乏Aせ〔ノtヽず,油圧は

延時点の印 遜JZEl=牲いれ芯と平行に11る.gクスJA

好の4台.t恐らく焦Y,絹 が且だ1=よq犬上tL印 をう

りnl■上井と共に黒f;tが大iT_Ir),細I'FIUこては恰

息して雌 の脚 は余り硬化.t･11,比正の監事Lz

受けることがないでも7)うとEJつ41る.

次に加速性を示す:こめl=石英甘/I l3cm にして.

二cm 奴 二位柳 を食め こjヽf_p阿 7に於ナ 棚 の

Jaft.こ.土棚 ;=急難-1･反応印 の加逆性を℡めるが,

KナAl一度や練糸で.王余F)この齢 .̀Zey)(.れ-r清志

_1凸Zgとなってもー鎌 状の凸花でtH:仁苛 .̂･行 うこ

こが明らかこIJ.'つ丁二｡

VlT 黒色火薬に及ぼす芯糸の形gF

n色火薫申.二言虫･-PTJ.,千二Jt合,-{fTJニ弄十.1色

火苛の4含.I.三協良の乙がEii'p巴77_.dケ>&
稚.代え 土信書文化i･空の,',11 二 . Ill.}生成拍J.1･
殆ルとガスとTILT).石島への黙 6 とし の作伸 !r;nも
伍か く,従って勲輔 虎の小1+るJのu大き7..彬甘･JL･

示さないので止ろう.三一_取組の加速性がuめ広いの

はbi棚 の炭鉱触土大件一定でおろF.共,-.戊拡生成

視の圧延脚 外への虚 位と黙tLjgと1.'･bこr乳状憩に

'L,-JZlでもろ ●

" - 7- ,

'



I -

T).そ書t.'_'け 4月IのiQは愛 黙烏が多くt.i-Fl.Bz1-JdZlql

線の租合より加辿･1-らそ1ろ｡勿Ziこの犀若干の引 払土

携 り合せ附近tl.山菜て.I-.a)nit.C伝火.51'ili坐-1t--Jで

あろうが.その劫 恥zZ大 L;tfjものでは.A.･AJ)-′.以上

槻 I=JtT辻へ一二が,H クス札臥 絞糸の程合L同様

T.L現畝が柑られる,.

]Ⅹ 金属管 拝内の燃焼伝拝

金夙甘枠内の放伐伝播は耳炎法'二よっては艮影が山

来ない｡そこIC荊圧のX招,i･rln射して漁妖l収 /'･82繋

することにLT二.XJ馳1コ~RTFIX授発生Fz班与,)71いて

魚拓 2561'Vの花L7-で 2m^ の稚班/1㌧軌 ⊂X'柏/i沌

生･tfLy),こLLrl･柵 ::i.'JL0-15秒rP射 し,1.1棟かr,

の購 .まeCcmで.T協和悠妖-11蚊別 して並彰し'こ.54

日L=.王子ti児巧火指のBgE状冶ケ元 サー印iglこす,-Jと朋

r ⊥ je 三 .

■ ■･- -

I ,｢一 柳 2 //tJn l'J'打

抜では'Lr.が.(A) ～.総拙牧郡 (B)は桔卿 育て

(C)はilJ鉱輯7/

iL一二穀Aq鞭である. 麻糸･二組 十る諸方.三世分(1製を′l-.-トよ ノ.?A,乙が,之は

新任て.上7.く-3火韻汚面は一一違L

IJI,{Alと5yJ,-1る〟が妥当であろ

-).,次'二重9(甘 (AZI.i.1

)中1-_於け･-.望免状際を故JhL-る｡之･'i個 12:二刀こ十 この愁状I)法'上火繁

を教団,二tf42

t.･.･･.一一-lヽ■こ こ ...喜

i･･ -N 中 三 _L ' '

. 辛.. .､Ekl -.r

lり卿 るJ)淡であって,阿1り明 らかtA-如 く

,丁度竹の脚の1ンT_洲 である.火

索の抑 え舞的 (m l三上′}てその舶 !:iq眺

うけろ小らこの上う7_JJ法で火戦棚 すわは,火紬 t

長 く{_石に従って鮒 不均一性が生じて来るこ掛

丁いる,芯糸の影野キ附 寸する.図15:こ之は 十考芯…

tHJは監状比正'~も抑 うけると乱 川 tるが.

触 鰍 ▲即 -状と/+r).狩外に多且LW -Iちh る

と典 :帆 コ上不批 封有色呈iLろ｡一万7l芯…

ft.-Jエ生成鮒 の丑滋 L比粒的少rJ'い.生成物の棚 が生するこ｣は約 が

轄〝ス反応でTJLlこと脚 ものであっで-一触 ユ圧

力に比例するで もろ ノかし,この.:ソな棚 碓 ずること

は.叫仰l即け:捕.Jる鮒 も庶 二個性が生すろと

出目)れろ榊 .二かかこ牧彦が小rLi､の㍑芯

糸の作用であろ .〟.こ畑 山一二つiてti不明であるが.堅

臨J)少小 ことは比鵬 JJ三好 エ

Ltここであろう｡次(二鮒 腰酢 あるが胸 で.王

妃y)一こくいが,その生成捌 口

ニT)‡粒舶 1 -I. Al管中:=棚 '{入ILT.ft含 :li,方面.ま凸型tl.

-Jluク7･払姓のJ8台に二三1.Z迎tyJ縮

.二対 して藍iF鵬 で,… 告には不租朋な招加が 共して

iる上思われる｡即ナ,外刑和 !:脚 の上いも



bll,IntB鼓渡 田 /}且 だ 277

射及び二王ptの細 反応が考 もらILる｡ 末光根L:放て紗数77T./1,蛸つ,'こ本草菅田m次郎教唆汲

3)燃牧野面Ef外剛野性と芯糸との相対的lJ.1勲批冗 びX細山畝 :故で多大の'm礎EyJr.i･呪って東附 ヒエ桝zrc

にJ:つて支配Jlら小.これJに上って群面の型状は決52 工萌の服部工敬堤並び･二小河内氏.艶輸!1･補佐LT二大

せら4'L石, 学研Lje月｣抑 官に振芯のZy窓を課す'-J.

4) 芯糸 ;鶏の如き誕辰EI虎の良いものろ･使Jnする (耶和31年度榊 究発表会,こて唄斤報告)

とu摘 ま次執 二部適せられるが N ')ス棚 や帥糸の 文 献

如きもの.三水適性が.溜めlJIliL一定迅鑑での伝措が行 (1) 未m･疋川 (火払 1685('sS))

Llhる｡ (2) 杓えばSCordonaTldCC.1rttpbt･ZZ(Firth

S) 価真否面でd)温度上井はあ,-J態度蓋ずるが.こい S)rnpsl､HTIOnCoTnbus(LOn277('5与))

1-_【る斤応El格の加逆性は.iZZめ燈し｡

ObSCrVntll)T10rCombustil川 lVnヽeFrontsirkPbCrO.･BaOtユTLrtuT的 .

By

HLdeyoO且adaandlssezNakamorL

ThecombustloIIWavesIFIPbCrOrBz)0= condul:t】Ontll SOHdphasebutaly)by

n11ⅩtureShasbeez17)hoLographed wlth thed】臥IS】Onhotparticlesofthereac･

theresu]lsthat tLOZlproductsll一tOthereactlngTX)1Vders.

(1)Thereactl0nPrf)CCCdsLZltlVOStLLpS (3) TheshapeofcombustlonlVaVCEront

t̂Ei指tthelowerLenlPCratUreTICaCt10n ]SdcformcdbytherelatlVethermal

proceeds.al】dlnturnthLSCausesthe quarlt】tLeSOftheouteren､･clopcstothe

hlghertetllperaLUlereaCtioz- Bothre･ mlddJeyarnl1日hepowders.上fweuse

itCtlOl,らma)●bethethermalcllalnreaC･ COppCraSaTnddlcthread三川da】uml-

いO)1q TheloIVCrtCmPCraturereaCtlOJl nun aSart(･nVelope.thewz)vefront

T))ar≦amalnroleLTlthepmpagatlOnOf acceleratesalollgthecopperl】neand

combustzolllVaVerT.OntS becomesconyex.butglassfnrcorcotton

(2) ThevelocltyOfcombustionlVaVCLn yZlrnaSthelmddZethreadllasnosuc】1

soHddepeTldsuponItsload】ngdenslty e打ects.

a11d)izsgo､erElednotonlyら.Ithehcat (TheKrushulnstltuteOtTechno一ogy)

43




